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 本節では既に設定された部材の消去方法について解説する。部材の消

去方法として、1点指定による消去と集団指定による消去がある。どち

らを使用するかは、その場の状況に合わせて使い分けることになる。部

材を消去する場合、まず処理を行う図面をアクティブにする。次に、そ

の図面上で処理対象を示す右上の表示が「実節点」と「1点で節点・部

材消去」か、もしくは「集団で節点・部材消去」になっていることを確

認する。処理内容は、前者が１点指定による消去であり、後者が集団指

定の消去を表す。また、他の表示の場合は、ツールバーＡの と を

用いて変更しよう。 

 部材を消去する場合も設定と同様に、まず、ツールバーBの部材種別

（例えばはり）設定ツールチップ＊23 をクリックし、これから指定する

部材を消去することを宣言する。その後、マウスを図面上の部材を指定

するか、ドラッグによるラバーバンドで部材を囲み指定する。指定され

た部材がここで消去され、図面から消えることになる。なお、指定され

る部材は、先に設定ツールチップでクリックした部材種別のみであるこ

とに注意しよう。 

 それでは例を示して、消去処理を説明する。まず、1点消去を用いて、

平面図上の 1FL の通り芯 x1 のはりを消去してみよう。図 3-9-1 を参考

にし、図中の操作番号順に説明する。 

 

 

3.9 部材・節点の消

去と復帰

3.9.1 部材の消去

と復帰

図3-9-1 部材の1点消去
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① 図面移動のツールチップ  をクリックし、平面図を 1FL とする。 

② 設定と消去のツールチップ  をクリックし、「1 点で節点・部材消

去」を選択する。 

③ 通り芯節点と実節点の切り替えツールチップ  で実節点とする。 

④ 節点図形 On/Off のツールチップ  でモデルの節点を表示させる。 

(③、④の設定は⑤のツールチップをクリックしたときに強制的に

実節点、節点表示に変更されるようになっている) 

⑤ ⑥ はり作成のツールチップ  をクリックし、消去したいはりを

一つひとつ選択する。誤った選択をした場合、直ちに処理を中止し、

メニューの[作成]→[節点・部材の作成・消去処理の取り消し]を選

択し、誤って消去した部材を復帰させる。 

⑦ 選択が終了すると、作成・設定・消去処理の中止を示す×印のツー

ルチップ  をクリックする (shift+左クリックでも処理は中止

される)。消去処理の結果が図 3-9-2 に示されており、図面上から

選択されたはりが消去されているのが分かる。 

 

 

 部材の消去を取り消し、元に戻す場合は、メニューの[作成]→[節点・

部材の作成・消去処理の取り消し]を選択する。この操作によって、直

前の部材や節点の割り付け、消去処理が取り消され、元の状態に復帰す

る。連続してこの操作を行うと、この操作の直前処理から、それ以前の

処理に向かって、設定・消去処理が取り消されることになる。 

平面図上で選択

したはりが消去

されているのが

分かる。 

また、立面図・透

視図と連動して

いるので、そちら

もはりが消去さ

れていることを

確認しよう。 

図3-9-2 部材消去の確認
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 本節では、平面図を使用して、はり部材を集団で消去する方法を説明

する。基本的には 1点での消去とほぼ同様な手順で操作する。ここでも、

先に示したように図 3-9-3 を参考にし、図中の操作番号に従って説明す

る。 

 
① 図面移動のツールチップ  をクリックし、平面図を 1FL とする。 

② 設定と消去の反転ツールチップ  をクリックし、図面右上の表示

を「集団で節点・部材消去」とする。 

③ 通り芯節点と実節点の切り替えツールチップ  で実節点を選択す

る。 

④ 節点図形 On/Off のツールチップ  でモデルの節点を表示させる。 

(③、④の設定は⑤のツールチップをクリックしたときに強制的に

実節点、節点表示に変更されるようになっている) 

⑤ ⑥ マウスをドラッグして、消去するはりをラバーバンドで囲い、

指定する。誤った選択をした場合、直ちに処理を中止し、メニュー

の[作成]→[節点・部材の作成・消去処理の取り消し]を選択し、誤

って消去した部材を復帰させる。 

⑦ 選択が終了すると、作成・設定・消去処理の中止を示す×印のツー

ルチップ  をクリックする (shift+左クリックでも処理は中止

される)。 

作業を終えると1点消去で行った場合と同じ状態になる（図3-9-2）。

3.9.2 部材の集団

消去と復帰

⑤ 

② 

③ 

④

① 

⑥ 

⑦ 

図 3-9-3 部材の集団消去 

⑤ 

⑦ 
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どちらで消去を行っても結果は同じであり、その状況に応じて 1点消去

か集団消去かを使い分けて使用されたい。無論、消去方法をはりで説明

したが、柱の場合でも同様にして消去することができる。読者は、他の

要素でも試し、理解を深められたい。 
 

 
 前節で部材の消去方法を説明したが、本節では、節点の消去方法につ

いて解説する。操作方法は部材消去と同様であるが、その内容は多少異

なる。SPACE では、節点として、通り芯交差点と実節点の２種類がある。

どちらの節点を対象にするかは、操作図面の右上表示で「通り芯」か「実

節点」で決定される。対象の変更は、通り芯節点と実節点の切り替えツ

ールチップ  で行うことができる。 

 図面上での２種の節点消去が実施されると、どちらもその時点では節

点が消去される。ただし、通り芯節点の消去は、それ以後の部材設定処

理に大きく影響するし、また実節点の消去は、その節点に繋がっている

部材は不定となることを考慮しなければならない。特に、後者は、解析

で重大なエラーを引き起こすため、ファイルに出力する際、消去された

実節点に部材が繋がっている場合は、システムが自動的に消去を取り消

し復帰させてしまう。実節点の消去は、部材の繋がっていない自由節点

であるか、繋がっている部材を消去する必要がある。 

では、節点消去の操作法について、例を用いて演習しよう。ここでは、

1FL の通り芯 x2・x3 と y2・y3 とで囲まれる節点を集団消去する。ここ

でも、図 3-9-4 を参考にし、図中の操作番号に従って説明する。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

3.9.3 節点の消去

と復帰 

図 3-9-4 節点の

集団消去
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① 図面移動のツールチップ  をクリックして、平面図を1FLとする。 

② 設定と消去のツールチップ  をクリックし、「集団で節点・部材消

去」を表示させる。 

③ 通り芯節点と実節点の切り替えのツールチップ  で「実節点」を

選択する。 

④ 節点図形 on/off のツールチップ  でモデルの節点を表示させる。 

⑤ ⑥ 節点の追加のツールチップ  をクリックし、マウスでドラッ

グして消去したい節点をラバーバンドで囲む。誤った選択をした場

合、直ちに処理を中止し、メニューの[作成]→[節点・部材の作成・

消去処理の取り消し]を選択し、誤って消去した部材を復帰させる。 

⑦ 消去処理が終了すると、作成・設定・消去処理の中止×印ツールチ

ップ  をクリックする(shift+左クリックでも同じ処理を行うこと

ができる)。結果、選択された節点が消去される (図 3-9-5 参照)。 

 
 
 
  
 複雑な解析モデルを構築すると、設定したデータが正確かどうか分か

らなくなってしまうことがある。図面上で節点番号を表示し、部材番号、

要素番号を表示して、設定が正しいかどうか確認する必要がある。それ

でも解析でエラーが生じる場合は、SPACE ではさらに有効な手法が用意

されている。ここでは、エラーを極力発生させないための機能やチェッ

3.10 解析モデル

をチェックする 

3.10.1 部材･節点の

2重登録チェッ

クの設定

図 3-9-5 集団消去後のモデラー画面
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クするための機能を紹介する。 

最初に、部材や節点の 2 重登録を防ぐための機能について説明する。

SPACE には、部材や節点の２重登録を防ぐための機能が付いており、通

常は、この機能により節点や部材の 2重登録を防ぐことになる。ただし、

部材や節点が多くなると設定する毎に、以前に設定した部材や節点と付

き合わせてチェックするため、設定処理が遅くなることがある。そのた

め、ユーザーが自分の責任でこの機能を取り外し、部材の設定が行える

機能を用意している。 

２重登録防止機能の設定は下に示すツールバーＢのツールチップを

押すことによって切り替わる。 

 

  ･･･節点登録時の同一座標節点チェック 
  ･･･部材登録時の同一座標節点チェック 
 
なお、初期設定では On になっており、そのまま使用すれば、部材や節

点が 2重登録されることはない。 

 
 
 解析モデルを作成していく上で、節点にどのような荷重がかかってい

るか、境界はどうなっているのかなど、確認が必要になってくる。SPACE

では、各種の確認機能を有している。図面上に節点番号、部材番号、要

素番号を表示し、確認することができる。また、節点や部材の詳細チェ

ックは、第 3.7 節の設定パネルを用いて行うこともできる。さらに、

SPACE には、チェックするための有効な

方法がある。以後、それらの方法につい

て解説することにしよう。 

 荷重、質量、境界が設定されている節

点を、図面上で表示する方法を示す。ま

ず、ツールバーAの「節点における外力・

質量・境界の有無チェック」ツールチッ

プをクリックすると、図 3-10-1 に示すダ

イアログが表示される。ここで、節点の

状態チェック領域の項目を選択すると、

図 3-10-2 のように、境界条件が設定され

ている節点が赤色で表示される。 

 また、節点のエラーチェック領域で、

同一座標節点のチェックかもしくは両端 図 3-10-1「節点における外力・質量・境界の有

無チェック」ダイアログ 

3.10.2 節点におけ

る荷重、質量、境界、

剛床の有無チェッ

ク 
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同一節点を有する部材のチェックが行われると、その結果が、図 3-10-3

のようにレポートされる 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 モデラーで使用するウインドウは、標準的には３つの図面と１つの構

造透視図である。３つの図面は、最初表示されるときは、全部材、全節

点を表示しているが、図面を前進・後退させる機能によって、指定した

階の平面図や通り芯位置の立面図が得られる。ここでは、これらの４つ

のウインドウ内の表示が連動して表示する機能について解説する。 
 ここ述べる連動機能とは、アクティブなウインドウ内の図面が、前

進・後退して変化するとき、例えば平面図の場合では階が上下して表示

されるとき、立面図では、変化する図面位置の部材が赤く表示される。

また、構造透視図が表示されているウインドウでも、同じく変化する図

面に表示されている部材が赤く表示される。この機能を利用することで、

複雑な構造部材の配置がより正確に理解されることになる。 
 連動機能は、ツールバーAの「各ウインドウの連動表示 On/Off」チッ

図3-10-2 境界が設

定された節点の表示

3.10.3 図面間の

連動処理

図 3-10-3 多重節点チェックレポート
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プ＊24 をクリックすることで、処理開始と処理停止を切り替えることが

できる。連動処理の様子が図 3-10-4 に示されている。 

 
 
 
 節点、要素、部材は相互にリンク情報で繋がっている。これが適切で

ないと、解析で重大なエラーを引き起こすことになる。また、境界節点

があるかどうか、部材の繋がっていない自由節点があるかどうか、チェ

ックする必要がある。SPACEでは、これらをチェックする機能を有する。 

 

 

*24  

図 3-10-4 各ウイ

ンドウ連動表示

3.10.4 リンクデー

タのチェック

図 3-10-5 構造データのリンクチェック結果表示 
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メニューの[設定]→[構造データのリンクチェック]を選択し、チェッ

クを開始させる。チェックが終了すると、図 3-10-5 に示すレポートが

表示される。このレポートを利用して、データ設定の不備を見つけるこ

とができる。 

 もし、分析結果にエラー表示がある場合、レポートの詳細を表示させ

ることができる。図 3-10-5 のダイアログ中の「分析結果の詳細」ボタ

ンを押すと、「MDoutput」ファイルに出力された内容が、自動的にワー

ドパッドで表示される。 

 部材が繋がっていない自由節点が存在するとその旨を知らせると同

時にその節点を取り除くことも可能である。もし、その自由節点を消去

したい場合は、図 3-10-5 の「自由節点の消去」ボタンを押せば良い。

この処理で該当する自由節点が消去されることになる。 

 さらに、重複節点（同一座標位置に存在する節点）と長さ 0を有する

部材がある場合、「部材と節点修復」ボタンを押すことで、モデラーシ

ステムが自動的に修復を行う。ここでは、長さ 0の部材を削除し、また、

重複節点では、一つの節点のみ残し、他の節点は削除する。削除した節

点に繋がった部材の部材番号を残した節点番号に付け替えを行う。 

 
 
 構造物が複雑になると設定した部材の要素やグループ番号の確認が

難しくなる。SPACE には、図面上で部材の要素番号やグループ番号をチ

ェックする機能を有している。この機能を利用して、部材の解析モデル

が適切であるかどうかチェックすることが可能となる。 

 ツールバーA の「詳細表示種別選択」チップ＊25 をクリックすると、

図 3-10-6 に示すダイアログが表示される。このダイアログによって、

グループ番号による表示と要素番号の表示を選択する。選択後、「OK」

ボタンを押すことで処理が開始される。処理を停止する場

合は、このダイアログを表示させ、「選択項目なし」を選

び、「OK」ボタンをクリックする。 

アクティブにしたウインドウ内の図面上に、指定した要

素番号あるいはグループ番号の部材が赤色で表示される。

要素番号あるいはグループ番号の指定は、ツールバーＢの

「グループ番号か要素番号を前進して表示」と「グループ

番号か要素番号を後退して表示」チップ＊26をクリックする

ことで自動的に行われる。この操作によって、要素番号、

あるいはグループ番号が自動的に前進・後退し、図 3-10-8

3.10.5 グループ・

要素の詳細表示

*25  

図 3-10-6「詳細表示種別選択」

ダイアログ
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のアクティブな図面左上で示され、また図面上に該当する部材が赤色で

表示される。 
 連動処理と同時に使用すると、他のウインドウでも該当する部材が太

い赤色で表示される。この機能を利用すると複雑な構造物でも、要素や

グループの詳細が理解できよう。 

 
 

 

 

*26   

図 3-10-7 要素種別の表示 

図 3-10-8 連動表示機能と同時使用した要素種別の表示 
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 設計した建築には、通り芯からずれた構造物も存在する。その場合に

備えて、SPACE では、通り芯ずれを設定する機能を有している。この機

能を利用して、通り芯をずらしておくと部材の設定の際、そのずらした

位置を利用して、実節点が自動的に生成される。 

 通り芯のずれを設定するために、ツールバーＢの「通り芯のずれ設定」

チップ＊27をクリックし、図 3-10-9 に示すダイアログを表示させる。こ

のダイアログを利用して、立体フレームの通り芯交差点位置をずらすこ

とになる。３次元位置を特定するために、図面の表示位置を利用する。

そのため、ずらす通り芯交差点を表示した図面を用いることになる。 

 通り芯交差点位置をずらす機能は、２種に大別される。ひとつは、交

差点を単独で指定し、その位置からのずれを設定する方法であり、他は、

２点を指定し、その間の交差点を２点で設定したずれ情報から線形に補

間し設定する方法である。二つの方法の選択は、ダイアログの上に表示

される２つの選択項目から選ぶことになる。また、その下に表示される

「図面」と「階・通り」項目は、アクティブなウインドウの図面位置を

示す。無論、二つの方法共に、この表示の図面位置でこの機能が実行さ

れることになる。例えば、平面図で 2FL の場合、ずれの設定は、２階の

床レベルの交差点に実施される。同じく、全部材表示の場合、設定は、

全階の床レベルの交差点で実施される。また、画面右上のＸ面の立面図

で x1 の場合、ずれの設定は、x1 通りの交差点に実施され、全部材表示

の場合は、全ｘ方向の通りに実施されることになる。このことを常に考

慮しなければならない。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.11 通り芯のずれ

設定
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図 3-10-9「通り芯のずれ設

定」ダイアログ
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 最初に、交差点を単独で設定する方法から説明しよう。通り芯交差点

の指定は、通り芯記号を用いて行うが、その方法はアクティブな図面に

よって異なる。まず、平面図の場合について説明する。階・通りの表示

による設定位置の違いは先に示した通りである。平面における交差点の

指定は、まず、最初に選択する通り芯の図面上の方向を選択する。単独

で交差点位置を指定する場合は、どちらを選択しても同じであるが、２

点指定の場合は処理内容が異なる。この選択によって、２つの位置選択

項目に、選択ボックスが表示され、その中から通り芯記号を選択するこ

とになる。後は、その交差点のｘ方向のずれとｙ方向のずれを cm 単位

で設定する。 
 次は、平面図による２点設定について説明しよう。ダイアログの中で、

まず、「2点で通り芯位置のずれ設定（線形補間）」を選択する。その後、

通り芯位置設定で起点となる通り芯を選択し、図面上の方向を選択する。

例えば、図 3-10-10 では、y 方向を選択しており、指定は y2 通りで行

われることになる。次に、２点で設定する起点と終点の通りを選択する

わけであるが、ダイアログでは、x1 通りと x3 通りが選択されている。

次は、起点と終点におけるずれの値を設定する。これで設定終了であり、

後は「OK」ボタンを押して処理を実行させることになる。 

 その結果は、y2 通りの x1、x2、x3 通りとの交差点にずれが設定され

る。例えば、x2 通りの交差点では、線形補間された値がセットされる

ことになる。また、アクティブな平面図が全部材表示となっているため、

全階で同様なずれが設定されることになる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3-10-10「通り芯のずれ設

定」ダイアログその２ 
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 次は、アクティブなウインドウが立面図の場合について、ずれの設定

方法を説明しよう。単独の交差点でのずれ設定は簡単なので、２点指定

について説明する。画面右上の X面の立面図で、ツールバーＢの「通り

芯のずれ設定」チップ＊27をクリックし、図 3-10-11 に示すダイアログ

を表示させる。ダイアログの中で、まず、「2 点で通り芯位置のずれ設

定（線形補間）」を選択する。その後、通り芯位置の設定で起点となる

通り芯を選択し、図面上の方向を選択する。例えば、図 3-10-9 では、

上下方向かｙ方向を選択するわけであるが、ここでは上下方向を選択し

ており、指定は 2FL で行われることになる。次に、２点設定する起点と

終点の通りを選択するわけであるが、ダイアログでは、y1 通りと y3 通

りが選択されている。次は、起点と終点におけるずれの値を設定する。

これで設定終了であり、後は「OK」ボタンを押して処理を実行させるこ

とになる。 

 この操作による結果は、x1 通りの 2FL 位置で、Y1、Y2、Y3 通りとの

交差点でＹ方向のずれがセットされることになる。通りが指定されてい

るため、この X1 通りのみ設定されたことになる。 

 

  
 
 
 ファイバーデータを含む特殊断面用のデータは、システムが有してい

るデータベースを参照してモデラーが自動的に生成する。この機能によ

3.12 特殊断面デー

タの変更

図 3-10-11「通り芯のずれ設

定」ダイアログその３ 
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って、ユーザーは多量でしかも複雑な断面の弾塑性情報の設定から解放

され、解析モデルを容易に作成することができるようになる。しかしな

がら、この特殊断面データも変更しなければならないときがある。 

 ここでは、特殊断面データを変更するための機能を解説する。まず、

ツールバーA の「特殊断面データの更新」チップ＊28 をクリックし、図

3-12-1 に示すダイアログを表示させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特殊断面ファイルに保持されている情報とモデラーで特殊断面デー

タを変更し内容が異なる場合は、選択項目の上を選び、また、特殊断面

データファイルの内容を変更する場合は、選択項目の下を選ぶ。データ

の更新は、「更新開始」ボタンを押すことで開始される。 

 

 

*28  

図 3-12-1 「特殊断

面データの更新」

ダイアログ 

図 3-12-2 特殊断面

データの作成サブ

システム

このサブシステムを利

用してデータを変更し

た場合は、必ずファイル

に一端データ出力を行

わなければならない。復

帰後、モデラーはこのフ

ァイルを再度読み込み

使用する 

現在、この機能はモデラーで

は、使用できない。SPACE から

使用されたい。 
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特殊断面データの更新は、ファイバー断面の作成サブシステムで行う

ことになる。図 3-12-2 に示すこのサブシステムの操作法については、

SPACE のリファレンスマニュアルを参照されたい。 
 
 
 SPACE では、部材の割り付けを行う際、節点を自動的に生成し、番号

を連続的に付けていく。部材の割り付け方法をランダムに行うと節点番

号もランダムに付けられる。SPACE では、ここで付けられた節点番号が

そのまま解析で使用され、解析における方程式の解法にはスカイライン

法が用いられるため、節点番号のランダム性は解析時間に大きく影響を

与えてしまう。SPACE では、これを避けるために節点番号の並べ替えを

行う機能を有する。 

 

 この機能は、メニューの[設定]→[節点番号の並び替え]を選択し、図

3-13-1 に示すダイアログを表示させることから始まる。最初に、節点

の並べ替えを行う場合は、「節点を並べ替える」にチェックマークを入

れ、節点の並べ替え順序を指定する。並べ替え方法として、4種の方法

が用意されており、それらは構造物の形態などで選択されるが、一般に

は最初の項目を選べば良い。次に４つの項目にチェックマークを付ける

3.13 節点番号の並

び替え

図 3-13-1「節点の並び替え」

ダイアログ 
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わけであるが、最初は、最後の部材を並べ替えるだけで良い

であろう。後の 3 つを実行すると、完全に節点や部材の情報

がシステムから消去され、節点や部材の復帰ができなくなる。 

 最後に、部材の並べ替えを行う場合は、「部材を並べ替え

る」にチェックマークを入れ、部材の並べ替え順序を指定す

る。並べ替え方法として、まず、「はり、柱、その他」か「柱、

はり、その他」を選択し、次に、4種の並べ替え方法を選択す

る。この方法については、節点と同じである。 

後は「OK」ボタンを押すことで処理が開始される。処理が成功すると

図 3-13-2 に示すメッセージが表示される。 

 
 
 SPACE には通り芯間隔の再設定機能が存在するが、既に部材を割り付

けている場合は、使用しないほうが良い。通り芯情報が変化した後、部

材の割り付けはその情報を元に行われるが、それ以前に設定した部材の

座標はそのままである。そのことを良く理解した上で使用されたい。 
 この機能は、ツールバーB の「通り芯の再設定」チップ＊29 をクリッ

クし、図 3-14-1 に示すダイアログを表示させる。このリスト形式のダ

イアログでスパン長や階高を再設定する。設定後は、「OK」ボタンを押

して終了である。 

 
 
 このダイアログの中で、「特殊形状」ボタンを押すと、図 3-10-10 に

3.14 通り芯の再

設定

*29  

図 3-14-1「通り芯の再設定」ダイアログ

図3-13-2  正常終了

メッセージ 
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示す「通り芯のずれ設定」ダイアログが表示され、ここでも、通り芯の

ずれを設定することができる。 

 
 
 本節では、グループ情報を利用した部材の集団削除方法について説明

する。この機能は、図 3-15-1 に示すメニュー[作成]→[グループ別部材

削除]で起動する。 

図 13-15-2 に示すダイアログが表示

される。まず、ダイアログ左の部材種

別を選択する。次に右の入力慮域でグ

ループ番号をセットし、「OK」ボタンを

押すことで、処理が実施される。 

注意すべきは、この処理を実施する

と、元に復帰できないことである。十

分に注意して使用されたい。 

 削除処理が成功すると、図 3-15-3 に

示す削除メッセージを表示する。この

メッセージは、この処理で削除した部

材数が表示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-15-1 グル

ープ別 部材削

除メニュー

3.15 グループ別

 部材削除

図 3-15-2 「グループ別 部材削除」ダイアログ 

図 3-15-3 削除メッセージ


